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1. はじめに 
国土地理院が提供する数値標高モデル(DEM)データは、

地表面を 5m もしくは 10m の等間隔の正方メッシュに区切

り、メッシュの格子点に対応するセルの中心に標高を付与

したデータである。最も解像度の高い 5m メッシュのデー

タに注目すると、航空レーザー測量による DEM5A と写真

測量による DEM5B 及び DEM5C が提供されているが、提

供面積の大きい DEM5A では、水部(海水面と内水面)セル

の標高値に-9999 が割り当てられており[1]、標高値をその

まま利用できない。この問題に対して、水部を海、湖沼、

河川の 3 種類に分類し、それぞれ異なるアルゴリズムを適

用して適切な標高値を付与する手法が提案された[2]。しか

し、この手法において河川部に適切な標高値を付与するた

めには、人手により同一標高を付与する区間(セグメント)
の情報を入力する必要があり、実用上の隘路となっている。

そこで、本稿では、この問題を解決する DEM5A 河川部に

おいても、適切な標高を自動的に付与可能とする手法を提

案する。 

2. 基本的な考え方 
提案手法は、国土地理院 DEM5A データを対象とする。

図 1 に DEM5A デ ー タ (FG-GML-5131-21-03-DEM5A-
20161001)の DEM 構成点(セルの中心)データの例を示す。1
行が 1セル分であり、左から「DEM構成点種別」、「標高

値」の順に並んでいる。具体的には、陸部のセルは「地表

面」と「標高値」の組で記述され、水部のセルは「海水面」

もしくは．幅 10m 以上の河川および 10m×10m 以上の池は

「内水面」、それ以外は「データなし」の構成点種別であ

り、標高値はいずれも「-9999」と記述されている[3]。し

たがって、DEM5A データにおける水部は、標高値が-9999
の DEM 構成点の集合と考えて良い。 

図 2 は、従来手法による DEM5A データ水部への適切な

標高値付与の処理フローを示したものである。この手法で

は、海と河川を分割するための境界線および河川に分類さ

れた水部に対してそれをセグメントに分割する境界線をユ

ーザが手入力する必要がある。 

3. 提案手法の概要 
提案手法は、上述のように図 2 における「河川の同一標

高付与区間入力」に相当する処理を自動化して、海と河川

の境界線をユーザが指定すれば、水部に対して自動で適切

な標高値を付与された DEM5A データを出力可能にする。

図 3 は提案手法の概略処理フローを示したものである。提

案手法の開始前に、DEM セルを画素とみなし、水部の分

類と河川の認識単位を構成する画素の集合ごとに異なるラ

ベル付けが完了しているものとする。図 4(a)は、ある河川

ラベルの付いた画素を黒画素とし、それ以外をすべて白画

素として 2 値化した結果を分かり易く示した例である。図

中の黒画素に対して Zhang-Suen の細線化アルゴリズム[4]

図 2 従来手法[2]の処理フロー 
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図 3 提案手法の概略処理フロー 
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を適用する。次に細線化した河川部の端点と分岐点を求め

る[5]。図 4(b)は、細線化結果に抽出した端点と分岐点を重

ね描きした結果である。そして、細線化結果を図 4(c)に示

す端点と分岐点もしくは隣接する分岐点を両端点とするブ

ロックに分割し、ブロックごとに異なるラベル(図 4(c)では

線の色で表現)を付与する。そして、すべてのブロックに

対して、上流側から一定間隔にセグメント境界点として点

を置く。次に、それぞれのセグメント境界点毎に次章で説

明する方法によりセグメント境界線を描画する。図 4(d)は
セグメント境界点とそれに対応するセグメント境界線を示

したものである。 

4. 河川部のセグメントへの分割 
提案手法では、図 4(d)に示すセグメント境界点の位置を

決定した後、その点を中心画素とする 3×3 画素における

河川画素の位置関係に対応して、図 5 に示す 12 通りのセ

グメント境界線を構成する画素の描画パターンを用意して

いる。具体的には、セグメント境界点からセグメント境界

線構成画素(図 5 中のオレンジの画素)の方向に河川画素(黒
画素)がなくなるまで線分を延ばしていく。 

5. おわりに 
提案手法を実装し、DEM5A データに適用した例を示す。

図 6 (a)は黒画素の河川部に対して提案手法によりセグメン

トに分割する分割線を白画素として描画した結果であり、

図 6(b)は、(a)の水色枠部分の拡大図である。図 6(c)は、図

6(a)を含む地形(広島市の一部)の標高値を疑似カラー表示

した結果である。 
本稿では、人手の介入を要することなく DEM5A データ

河川部に対して自動で適切な標高を付与する手法を提案し、

適用例によりその有用性を確認した。今後の課題として、

河川部における河川と海との境界線の自動決定法の考案が

ある。 
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